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第１ 監査の対象（令和６年度交付分） 

【対象団体】 

  一般社団法人 犬山市観光協会 

 

【対象補助金等】 

  犬山市観光協会運営費補助金 

観光推進事業負担金 

 

【所管部課】 

  経済環境部 観光課 

 

第２ 監査の期間 

令和７年８月２６日から令和７年１０月２８日まで 

［本監査実施日 令和７年１０月２２日（対象団体）、１０月２８日（所管課）］ 

 

第３ 監査の場所 

一般社団法人 犬山市観光協会 

   監査事務局   

 

第４ 監査の方法 

犬山市会計基準に準拠し、令和６年度における市が交付した補助金等に係る出

納その他の事務の執行状況について、関係資料の提出を求め、担当者から説明を

聴取し、会計諸帳簿、証拠書類との照合等のほか、目的に沿って事務事業が適正

に実施されているかどうかに主眼をおいて監査を実施した。 

また、所管部局に対しては、当該団体に対する指導監督が適切になされている 

かどうかに主眼をおいて監査を実施した。 
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第５ 対象団体の概要 

   一般社団法人 犬山市観光協会 

法人名称 一般社団法人 犬山市観光協会 

事務所所在地 犬山市松本町四丁２１番地 

設立の目的 

犬山市及びその周辺地域の自然、景観、文化・歴史、産業・技術
などの資源を活用し、観光事業の振興を図るとともに、犬山市の
魅力を高め、国内外の人々との交流を促進し、もって地域文化の
維持発展及び地域産業の発展向上に寄与することを目的とする。 

設立年月日 平成２６年８月６日 

主な事業 

(1)観光思想の普及徹底  
(2)観光客の誘致及び観光宣伝 
(3)観光資源の保護、保存、開発及び利用の促進 
(4)観光地の美化及び浄化  
(5)観光関係諸施設の整備及び改善の促進 
(6)観光関係機関との連絡及び調整 
(7)観光に関する調査、研究並びに情報の収集及び提供 
(8)観光特産品の開発、宣伝、販売促進及びその支援 

補助金等名称 
及び補助金額 

犬山市観光協会運営費補助金    28,310,360円 

負担金名称 
及び負担金額 

観光推進事業負担金        11,159,009円 

 

第６ 監査の結果及び意見 

○一般社団法人 犬山市観光協会 

令和６年度に犬山市観光協会へ交付した補助金、負担金に係る出納、その他の事

務の執行状況及び同団体に対する所管部局の指導状況等について監査した結果、次

のとおり改善、是正を要する事項が認められたので、今後の事務執行にあたっては

これらに十分留意し、その措置を講じられたい。また､適正で効率的かつ効果的な事

務の執行に一層努力されたい。 

なお、口頭で注意を促した軽微な事項については、記載を省略する。 
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＜一般社団法人犬山市観光協会に対して＞ 

【補助金関係 指摘事項】 

①  小口現金については、多額の現金を所持していることがあり、不正や盗難などの

リスクが高まるため、所持金額は 10 万円以内とし、高額な現金収入がある場合は

直ちに預金化されたい。また、小口現金は、金種別に日々の残高を確認のうえ、小

口現金出納帳により入出金を適正に管理し、時には担当者以外の確認及び上司の承

認を得られたい。 

 

②  手提げ金庫を保管している場所に、未使用の切手が約 1万 5千円分保管されてい

たが、残数等の管理がされていない状況であった。現在、郵便物は料金後納で発送

しているため切手は使用していないとのことだったが、切手も金券であるため、管

理簿を作成し、金種別に枚数を確認のうえ、適正に管理されたい。 

 

③  犬山城券売所や観光案内所等において、違算金が生じた際には、違算処理を適正

に行うとともに、現金管理の正確性を確保するため、上司の決裁を受けることによ

り処理されたい。 

 

④  職員の退職金規程第９条で「退職金の支払い原資を確保するため、生命保険契約

を締結する｡」と規定しており、職員３人については生命保険(養老保険)に加入し

生命保険料の２分の１に相当する額を特定資産に計上しているが、令和６年度から

新たに退職金に充当する準備金として定期預金で約 4,300万円を保有していた。退

職給付準備資産として特定するのであれば、貸借対照表に特定資産として明記し、

保険積立金を含めた退職給付準備資産の額は、退職給付引当金の額以下となるよう

調整を図られたい。また、退職金規程の見直しをするとともに、これらの退職給付

準備資産については、事務局のみの決定によるのではなく、理事会に諮り承認を得

られたい。加えて、退職理由に関わらず、市職員が退職した場合の退職金と比較し、

観光協会職員が市職員の退職金額を上回ることがないよう見直されたい。 

 

⑤  退職金規程第４条で退職金支給額の算出方法について規定しているが、調整額の

算出方法が犬山市職員の調整額を超える算出方法となっているため、市と同額以下

となるよう規程を見直されたい。 

 

⑥  文書の受発信については、事務処理規定第８条に規定しており、文書処理簿を備

え置くこととされているが、文書処理簿が作成されておらず、文書の受発信記録が

行われていない状況であったため、文書処理を適正に行われたい。 



4 

 

⑦  会計処理については、事務処理規程第 15 条から第 20 条に規定しており、第 16

条で「物品購入については 80 万円未満の場合は随意契約によることができる」と

しているが、実際には 80 万円以上の場合でも随意契約により行っていた。また、

随意契約については、第 20 条で「当該業者以外の業者の見積もり等によって、契

約内容が適正妥当であるか判断し行う」と規定しているが、ほとんどが１者からの

見積徴収のみにより業者を決定しており、適正妥当であるかの判断が行われていな

い状況であった。いずれにおいても、市の規程に準拠し、適正に業者選定を行われ

たい。 

 

⑧  取得価格が 10 万円以上の物品等については、固定資産台帳で管理しているが、

償却期間が満了すると固定資産台帳から削除し、その後は管理がされていない状況

であった。物品が現存する限り１円として台帳に残し、管理されたい。また、市と

同様に犬山市財産管理規則に準じて３万円以上の物品を備品として備品台帳を作

成し、常に現物確認できるよう整備し、償却期間に関係なく廃棄するまでの間は保

管場所等も含め適正に管理されたい。 

 

⑨  市が示している補助金ガイドラインで 50％を超える補助率としている観光協会

においては、人事評価を実施し、目標の達成状況を明らかにしなければならないが、

人事評価の実施状況を確認したところ「能力･態度評価」は実施しているが、｢業績

評価｣は実施していないとのことだった。｢業績評価｣を実施していないということ

は、目標の達成状況を明らかにしていないということになるため、早急に業績評価

を実施されたい。 

 
 

【補助金関係 意見】 

①  決裁及び専決については、事務処理規程第９条から第 12 条で規定しているが、

専務理事の専決事項が解りにくい表記となっているため、具体的な専決事項が明瞭

となるよう規程を見直されたい。 

 

②  城前観光案内所の備品等については、以前の監査においても指摘しているが、市

所有の物品ではあるものの、観光協会職員が専用に使用するものとなっているため、

観光協会の所有物との区分が曖昧となってしまわないよう定期的に現物確認を実

施し、適切に管理されたい。 
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③  観光協会が所有している公用車(２台)に関して、車検証及び自動車保険の保険証

券が車両の中で保管されていた。車検切れや保険契約の更新切れとなることのない

よう車検証及び保険証券のコピーをとり、管理簿冊を作成する等して、公用車を適

正に管理されたい。 

 

④  観光協会の防犯対策について確認したところ、パソコンについてはワイヤー等で

固定されておらず、現金を収納している手提げ金庫についても多額の現金を所持し

ていることがあり、適切な場所で保管しているとは言い難い状況であった。観光協

会が入居している施設(犬山市民交流センター｢フロイデ｣)については、管理委託業

者が開錠及び施錠をしており、時間外には侵入ができないため安全であるとのこと

だが、夜間とは限らないため、万が一に備え、観光協会としてもできる限りの防犯

対策を講じられたい。 

 

 

【負担金関係 指摘事項】 

①  各種事業を実施するにあたり、施行伺いの決裁がされておらず、事業実施後に支

出の決裁伺いを行っている状況であった。上司の承認を得ず、担当者の判断で事業

を遂行していると捉えられるため、事業の施行前に決裁者に上申し、適切な事務処

理を行った上で、事業を遂行されたい。 

 

②  宿泊を伴う出張旅費において、宿泊料が犬山市旅費支給条例に規定する宿泊料の

額を超えて宿泊しているケースが散見された。確認したところ、犬山市の旅費支給

条例に準じて支給しているとのことであったが、実際には犬山市の規程を超える金

額も認められ、負担金の一部として市が負担している状況であったため、犬山市旅

費支給条例に準じて適正に支給されたい。さらに、宿泊費に含まれる食費(朝食・夕

食込み)についても明記されたい。また、犬山市に準拠した規程となるよう出張旅

費規程を改められたい。 

 

③  支出調書を確認したところ、請求書に記載された数量が「一式」という表記にな

っており、内訳明細が不明な請求書が散見された。詳細については、担当者が把握

しているとのことであったが、請求内容が確認できない状況であったため、請求書

には内訳明細を記載してもらい、請求金額に誤りがないか確認のうえ、支払処理を

行われたい。 
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＜観光課に対して＞ 

【補助金関係 指摘事項】 

①  補助金ガイドラインでは、人件費補助をする場合「補助率は補助対象経費の 50％

以下とすること｡｣「給与全体を補助対象とする場合にあっては、時間外手当は含め

ないこと｡｣「50％を超える補助率とする場合は、市の直接雇用や委託(請負)としな

い理由を明確にするとともに、補助対象者に対する人事評価を実施し、目標の達成

状況を明らかにすること｡」と規定している。観光協会への人件費補助については、

犬山市観光振興補助金交付要綱に基づき、観光協会事務局職員の人件費の 80％相

当を補助し、時間外手当についても全額を補助対象としており、補助金ガイドライ

ンに沿った補助とは言い難い状況である。また、人事評価についても適正に実施さ

れておらず、補助金ガイドラインに則り適正な検証がなされているのかが疑問であ

るため、改めて検証されたい。また、現状の人件費補助を継続する場合には、補助

金ガイドラインに沿った運用となるよう調整を図られたい。 

 

 

 


